
雅歌７章（７０人訳） 

 

1 あなたの足は靴のなかで美しい、王子の娘よ、あなたのももの関節は鎖の様、職工のしごと。 

 

2 あなたの鼻はくつがえされたボウル、酒を望まない、腹は百合とともにセットされた一山の小麦。 

 

3 あなたの二つの胸は双子の羊 

 

4 あなたの首は大理石の塔の様、あなたの目は多くの娘の門のそばのエシュボンのプール、あなたの鼻

はレバノンの塔の様、ダマスカスを見ている 

 

5 あなたの上にある頭はカルメルの様、あなたのカールする髪の毛は赤の様、王はその見るところに捕ら

われる。 

 

6 あなたはなんと美しく、あなたはなんと甘いか、私の愛する人 

 

7 あなたの喜びにあって、偉大である：あなたはしゅろの木の様に作られ、あなたの乳房はそのふさの様。 

 

8 私は言った、わたしはしゅろの木に行こう、私はその高い枝をつかむ、そしてあなたの乳房は 

ぶどうのふさの様であれ、あなたの鼻のにおいは、りんごの様だ。 

 

9 そしてあなたののどは良いぶどう酒、私の親族とうまく行き、私の唇と歯にあう。 

 

10 私は私の親族のもの、そして彼の望みは私に向かっている 

 

11 来なさい、私の親族よ、私たちは野にいきましょう、村にとまりましょう。 

 

12 私たちは朝早くぶどう園に行きましょう、ぶどうの花が咲いたかを見、つぼみが現れたかを見ましょう、 

いちぢくのつぼみがついたか。そこで、私はあなたに私の胸を与えましょう。 

 

13 コイナスはにおいを出し、そして私たちの戸には、すべての種類の選ばれた実、新しいものも古いもの

も。私の親族よ、私はそれらをあなたのために守りました。 

 

 




